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の観測値 x ( t )は、 


























その 70％のうちの 46％が喀痰塗抹検査で陽性、残りの 24％がその他の結核菌同定法
で陽性であった。従って、前者の喀痰塗抹陽性患者が、感染源としてより重要であっ
た。喀痰塗抹陽性症例のうち、4％は再発であった。 
2.  活動性結核の年齢別時系列データ：1998年 1月から 2013年 12月の活動性結核新登録
患者数を 10 歳ごとの年齢層別に時系列データとすると、80 歳以上の年齢層以外は減
少傾向であった。また、すべての年齢層において比較的大きいピークが 1999 年に観
測された。このピークの原因として、1997年に結核患者の届け出数がそれまでの減少
傾向から一転して増加したことから、ピークの前の月にあたる 1999 年 7 月の政府に
よる結核緊急事態宣言が考えられている。各年齢層のパワー・スペクトル密度を解析
した結果、支配的なスペクトル・ピークが、データ長(16 年)より長い周期に観測され
た。0－9 歳では 27.6 年、10－19 歳は 27.8 年、20－29 歳は 30.5 年、30－39 歳は 28.3
年、40－49 歳は 28.6 年、50－59 歳は 30.3 年、60－69 歳は 29.2 年、70－79 歳は 26.3
年、80 歳以上では 23.8 年であった。この周期を使用して LSF（最小二乗あてはめ）
曲線を計算し、原データの長期変動を得た。そして原データから LSF曲線を差し引く
ことによって、残差時系列データを得た。 
3.  1 年周期性と寄与率：残差時系列データのスペクトル解析を各年齢層について実行し
た結果、各年齢層の活動性結核データは、主要な 3つの周期によって構成されていた。
この各年齢層の 3 つの周期の中で、1 年周期がすべての年齢層において共通して観測
された。1年周期の寄与率は、30－39歳の場合が他の年齢層と比べて 87％と高く、次
に高いのは 70歳以上の年齢層の 50％以上であった。 
4.  活動性結核の流行がピークの月：1年周期の寄与率が特に高い 10－39歳および 70歳
以上の年齢層について、活動性結核データのピークが発生する月を調べるために、1
年周期を用いて各データの LSF曲線を計算した。その結果、10－39歳の場合は 6月
または 7月に、そして 70歳以上の場合は、10－39歳の場合と比べて 1－2か月遅い、
8月または 9 月に観測された。 
 
Ⅳ．考察 
1. 本研究で得られた重要な結果は、日本の活動性結核データの 1 年周期の寄与率が、年
齢層によって変化することである。10－39 歳と 70 歳以上の場合に、他の年齢層と比
べて１年周期の寄与率が高いという結果の背景として、過去に報告された研究結果に
基づいて、次の 3点が考えられた：(1)冬季に、換気が悪く、そして湿度の高い屋内で
長時間過ごすこと、(2)日光の暴露量不足に起因するビタミン D 欠乏症(血清 25ヒドロ
キシビタミン D [25(OH)D] < 50nmol/L)、(3)季節による免疫機能の低下。 



























5.  本研究の今後の課題として、上記Ⅳ－1にある「 (2) 日光の暴露量不足に起因するビタ
ミン D欠乏症(血清 25ヒドロキシビタミン D [25(OH)D] < 50nmol/L)」の活動性結核流
行への影響を調べることが挙げられる。最近、血清 25(OH)D 濃度が日光の入射角、
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他の年齢層と比べて 87％と高く、次に高いのは 70歳以上の年齢層の 50％以上であるこ
とを明らかにした。この結果の背景には、過去に報告された研究成果に基づいて、30－
39歳の場合は「冬季に、公共交通機関のような換気が悪く、そして湿度の高い屋内で長
時間過ごすこと」、そして 70歳以上の場合は「冬の低温などによって免疫機能が低下す
ること」があると考察した。今後、本研究で用いた時系列解析法を 47 都道府県の活動性
結核データに適用することによって、活動性結核流行の季節性が更に詳細に解明される
と考える。こうした更なる研究は、本研究結果と併せて、本邦における活動性結核の流
行を予防・予測する上で大いに役立つものと考える。以上の研究、質疑応答の結果を踏
まえ、本論文は医学博士の学位授与に値するとの評価を審査委員全員より受けた。 
 
